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地域ふれあい
芸能発表会
開催（予定）

地域ふれあい
芸能発表会
開催（予定）
8月6日土
9：45～

日時

ワークプラザ
勝田多目的ホール

場所

新型コロナ感染症の影響により、日程変更があります。詳しくは、事務局(274-5222)までお問合せください。

地域ふれあい芸能発表会
会長杯グラウンドゴルフ大会
秋季運動会
コミュニティまつり
広報誌発行

8月6日
9月17日
10月9日

11月12・13日
7月、12月、3月

自治会と共に地域コミュニティの拠点とし
て、皆さまに親しまれる会運営を推進します

令和４年度  事業計画

令和４年度  事業予算

共通行事

危険個所点検
福祉講習会(家庭の介護)
元気はつらつ歩く会
交通安全大会

6月12日
7月22日
10月頃
2月頃

地区の交通安全啓蒙活動や危険個所
点検・福祉・防火等の啓蒙活動の推進

安全福祉部会

文化教室
一般募集見学会 

7月予定
11月頃

心豊かな生活環境推進のため、芸術や
地域の歴史・文化を知る教室の開催

文化部会

緑と花の愛護(花壇花植え)
緑と花の愛護(山新通り花植え)
環境講座
環境美化運動

5月28日
6月4日
6月13日

6、8、11月

潤いのある地域の環境美化の促進と
省資源運動を通じて生活環境の確保

環境部会

みんなが楽しめるスポーツ
ノルディックウォーキング
ノルディックウォーキング

6月26日
11月20日
2月5日

スポーツを通じ、地域の方々の交流と
体力増進を推進。いい汗流しましょう！

体育部会

地域の子どもたち野外活動 
ふれあいスキー 
読み聞かせ

7月末
1月7日

日程調整中

各種事業を通じ、地域の青少年
健全育成活動を推進

青少年部会

項　目
収 入 の 部

比率（％）金  額（円）
会員会費
市補助金
協賛金
繰越金
雑収入
合　計

19%
58%
2%
21%
0%

902,700
2,755,000
75,000
990,071
2,025

4,724,796

項　目
支 出 の 部

比率（％）金  額（円）
部会活動費
事業費
事務費
会議費
予備費
合　計

30%
42%
11%
5%
12%

1,430,000
1,980,000
540,000
230,000
544,796
4,724,796

お知らせ

△2
△15
△6
△9
△5
△29

田彦東自治会
田彦西自治会
堂端自治会
西大島自治会
大島公園西自治会
県営田彦アパート

468
749
904
500
313
75

3,009 △66計

会員数の内訳
（世帯数）

前年度
比

背景は、田彦コミュニティセンター

編

集

後

記

　ご
近
所
の
庭
の
ア
ジ
サ
イ
や
バ
ラ
が

美
し
く
共
演
し
て
い
る
。
意
外
と
身
近

な
と
こ
ろ
に
色
ん
な
も
の
が
あ
る
も

の
だ
。

　今
回
は
、
地
域
の
公
園
等
を
特
集

し
て
み
ま
し
た
。
公
園
の
美
化
も
自
治

会
に
よ
る
定
期
的
な
除
草
作
業
も
地

域
の
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら
で
き
る
も

の
と
感
謝
の
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま

し
た
。◎ 

平
田 

源
蔵
　 ○ 

池
田 

　寛
　

　 古
賀 

久
美
子
　  

大
貫 

　勉
　

　 橘
　 久
吉
　
　  

新
原 

正
行
　

　 阿
部 

憲
司
　
　  

石
川 

　宏

　 小
林 

克
也
　
　  

小
池 

裕
美
　

　 塩
崎 

佑
伊
　

メンバー 投
稿
募
集

読
者
の
皆
さ
ん
も
身
近
な
出
来
事

や
地
域
の
つ
な
が
り
等
の
出
来
事

を
投
稿
く
だ
さ
い
。

地
域
活
動
の

  

資
質
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を
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指
し
て

地
域
活
動
の

  

資
質
向
上
を
目
指
し
て

田
彦
中
学
区
地
域
づ
く
り
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　  

会 

長  

内 

田
　雅 

惠
　

ま
さ
よ
し

子育てサロンたびこ日程
出前保育 お楽しみ サロン
4/21木 6/16木 7/21木
5/19木 七夕まつり 10/20木
9/15木 12/15木 1/19木
11/17木 クリスマス
2/16木

3/16木

い
い
出
会
い  

い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
！

い
い
出
会
い  

い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
！

「
子
育
て
サ
ロ
ン
た
び
こ
」

「
子
育
て
サ
ロ
ン
た
び
こ
」

（1） 2022 年（令和 4 年）7月10日 （4） 2022 年（令和 4 年）7月10日

方
々
も
健
康
の
た
め
や
、
大
会
を
目
指

し
た
練
習
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

卓
球
は
幅
広
い
年
齢
層
で
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。　

　

本
格
派
も
初
心
者
も
田
彦
卓
球
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
卓
球
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
友
へ大島

公
園
西
自
治
会
　
菅
原
　
順
子

　

私
に
は
、
ロ
シ

ア
人
の
友
が
い
る
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
。

ロ
シ
ア
人
で
ル
ー

ツ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
言
っ
て
い
た
彼
女

に
電
話
し
た
。
さ
ぞ
か
し
胸
を
痛
め
て

い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
。

　

と
こ
ろ
が
「
私
は
大
丈
夫
よ
。
プ
ー

チ
ン
は
20
年
も
待
っ
て
い
た
の
だ
か

ら
」
と
言
い
切
っ
た
。
あ
の
侵
攻
を
肯

定
し
て
い
る
。
私
の
娘
に
し
て
も
い
い

位
の
若
さ
な
の
に
、
誰
に
も
言
え
な
い

苦
労
を
背
負
っ
て
生
き
て
き
て
、
茨
城

を
終
の
住
処
に
と
、
日
本
語
を
必
死
に

学
び
、
難
し
い
漢
字
も
ク
リ
ア
し
、
介

護
資
格
を
と
り
一
人
息
子
を
一
人
前
に

育
て
上
げ
た
。

　

し
っ
か
り
者
で
信
仰
深
い
彼
女
。
戦

地
か
ら
逃
げ
惑
う
子
供
や
女
性
の
不
安

そ
う
な
目
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
悲
痛
な

悲
し
み
を
感
じ
な
い
の
か
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
日
本
人
と
は
比
べ

よ
う
も
な
い
過
酷
な
環
境
や
歴
史
の
中

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
紹
介

田
彦
西
自
治
会
　
大
貫
　
　
勉

　

当
地
に
田
彦
卓
球
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
2
0
1
4
年
に

オ
ー
プ
ン
し
今
年
で
８
年
に
な
り
ま
す
。

　

卓
球
台
は
、
５
台
常
設
さ
れ
て
お
り
、

卓
球
を
こ
よ
な
く
愛
す
オ
ー
ナ
ー
が

コ
ー
チ
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
田
彦
地
区
を
は
じ
め
近
隣

地
区
の
小
・
中
学
生
の
21
名
の
選
手
が

所
属
す
る
「
常
陸
野
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、

日
々
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
も

お
り
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
一
緒

に
練
習
し
、
卓
球

を
通
し
て
礼
儀
や

作
法
も
学
ん
で
い

ま
す
。
小
学
生
は
、

中
学
生
の
プ
レ
ー

を
見
て
学
び
、
こ

う
し
た
練
習
の
中

で
向
上
心
と
成
長

が
実
感
で
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感

染
対
策
も
換

気
や
消
毒
等

徹
底
し
て
お

り
、
平
日
日

中
は
一
般
の

で
生
き
て
き
た
彼
女
を
、
私
に
は
簡
単

に
理
解
出
来
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
彼
女
の
胸
に
突
き
刺
さ
っ

た
、
冷
た
い
氷
を
溶
か
し
て
あ
げ
た
い
。

　

日
本
か
ら
祖
国
ロ
シ
ア
を
見
れ
ば
分
か

る
は
ず
だ
。
侵
攻
す
る
方
が
悪
い
っ
て
。

　

一
刻
も
早
い
戦
争
が
終
わ
る
こ
と
を

私
た
ち
は
願
っ
て
い
る
。

　

友
よ
、
ま
た
一
緒
に
ウ
ォ
ッ
カ
を
飲

も
う
。
語
ろ
う
。

主
任
児
童
員
　
黒
﨑
　
久
子

　

多
く
の
子
育
て
中
の
親
子
と
の
出
会

い
、
気
軽
に
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
制
約
さ

れ
た
生
活
の
中
で
、
親
が
育
児
に
対
す

る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
ゆ
っ

た
り
と
新
鮮
な
気
持
ち
で
子
ど
も
と
接

す
る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

　

こ
こ
2
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
た
め
サ
ロ
ン
を
中
止
し
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
12
月
に
開
催
し
た
ク
リ
ス

マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
笑
顔
あ
ふ

れ
た
時
間
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、
田
彦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
毎
月

（
8
月
を
除
く
）

第
3
木
曜
日
、

午
前
10
時
か
ら

11
時
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

6
月
は
七
夕
ま

つ
り
、
12
月
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
予
定
で
す
。

　
「
ふ
ぁ
み
り
こ
」
の
保
育
士
さ
ん
が

出
前
保
育
を
年
５
回
開
催
。
遊
び
や
育

児
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
た
め
、
参
加
定
数
等
に

制
約
が
あ
り
ま
す
が
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
３
年
目
、

す
っ
か
り
定
着
し
た
あ
た

ら
し
い
生
活
様
式
。

　

幾
た
び
か
の
緊
急
事
態

宣
言
等
に
よ
り
、
慶
事
様

式
や
飲
食
店
内
も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
等
の
催
し
も
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
な
ど
、
私
達
の
日
常
生
活
も
一
変
し
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
の
行
事
開
催
は
、

感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
開
催
内
容
も
工
夫

を
こ
ら
し
て
地
域
芸
能
発
表
会
、
秋
季
運
動

会
、
田
彦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

　

他
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
者
か
ら
賞
賛

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
内
心
誇
ら
し
く
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
も
実
施
に
向
け
て
役
員
の
方
々

の
知
恵
と
工
夫
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
地
域
の

皆
様
方
の
ご
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
標
は
、
田
彦
中
学
区
地
域
づ
く

り
の
会
の
活
動
の
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
の

閉
塞
感
を
払
拭
す
る
た
め
、
地
域
の
方
々
の
強

い
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り
。②
田
彦
小
・

中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
挨
拶
運
動
に
地
域
も

積
極
的
に
加
わ
り
、
地
域
の
絆
を
深
め
て
た
い

と
考
え
お
り
ま
す
。
地
域
の
方
々
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

体
育
部
会
だ
よ
り

阿
部
　
憲
司

　

今
年
も
大
リ
ー
ガ
ー
の
大
谷
翔
平

選
手
の
活
躍
が
気
に
な
り
ま
す
。
野
球

や
サ
ッ
カ
ー
観
戦
内
容
も
大
分
変
り
、

コ
ロ
ナ
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方

も
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
紹
介
は
、
市
体
育
協
会
の
推

奨
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
子
供
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
簡
単
に
行
え
る
も
の
で

す
。
競
技
志
向
よ
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
的
要
素
が
あ
り
適
度
な
運
動
量
で
、

運
動
不
足
解
消
や
健
康
維
持
と
し
て
も

楽
し
め
ま
す
。

　

お
馴
染
み
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
と
ニ
チ

レ
ク
ボ
ー
ル
と
モ
ル
ッ
ク
の
３
種
目
を

行
い
ま
し
た
。

　
６
月
26
日（
日
）

田
彦
小
学
校
の
体

育
館
で
皆
さ
ん
が

楽
し
め
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

大
勢
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
の
ス
ポ
ー
ツ
に

皆
さ
ん
の
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



（3） 2022 年（令和 4 年）7月10日 （2） 2022 年（令和 4 年）7月10日

地域の公園と散歩路地域の公園と散歩路地域の公園と散歩路

　今回の広報誌は、地域の公園
紹介がテーマ。
　撮れば撮るほど意欲が出る。
アングル。光と影。撮影の難し
さを痛感。

　高架橋から電車と公園と街の風景をイメージ
し、何度も撮影にチャレンジした。
　高架橋の上で電車の通過時間を待つ。お巡り
が近づき、声を掛けられた。
「大丈夫ですか…」職質だ。ビックリ！
どうも撮影写真のチェックで座っていることが、
具合が悪く倒れていると思い誰かが通報してく
れたのだろう。
　今回の事で多くの方に感謝。又、
撮り鉄の難しさも痛感しました。
（撮影語録　池田）

　田彦中学区内で最も大きな大島公園を中心に二つの自治会がある。通称大
島溜（雷池）。昔はひょうたんの形で、ひょうたんの先は葦が広がっていた記
憶がある。周りの木々も低くかったが湖面の東側に大きな松と杉がよく似合
う池だった。今は区画整理がされ、公園として整備された。毎日の散歩。木
陰の休息。釣り人。ギターで歌う人。バードウォッチング。歓談するご近所さん。
それぞれの生活に無くてはならない場所となっている。

堂端堂端

自治会の皆さんで芝を張り、すっかりみんなの公園に
定着しました。
毎日、小さなお子さんからグ
ラウンドゴルフのシニアまで
賑やかです。

大島
公園西
大島
公園西

西大島西大島

田彦東田彦東

地域のストリートに花を植える
　前日は、雷鳴。いいお湿りだった。
６月4日　田彦中学区の東ストリート、
勝田電車区西交差点から外野跨線西交
差点までにオレンジのマリーゴールド

1,400本を堂端自治会の皆さんフル動員で植栽。南スト
リート(田彦・金上線)、山新通りから大島陸橋西交差点
までに黄色のマリーゴールド3,300本。延3kmにわたり
西大島，大島公園，田彦西自治会総勢110名で植栽。2～
３週間後にコロナを吹き飛ばすような鮮やかな花が咲き
誇るに違いない。

花植え花植え

○間もなく開園する「田彦西公園」。これからたくさんの方が集う場所の一つになり、
多くの出会いが生まれることだろう。
○通称６国から西側に早戸川を中心に水田が広がる。田植えも終わり整然と植えら
れた苗と新緑が心を和ませてくれる。河川の土手は、地域の方の散歩コース。
四季を感じながら、朝日を浴びたＧ１タワーとのコラボレーションが雄大さを感
じる。
○通称「寺みち」。地元の人はそう呼ぶ。田彦村から市毛村にある一乗山無二亦寺へ
のみち。通りにバラが立派に咲き誇る。散歩の足が止まり、一休み。

田彦西田彦西

●勝田田彦郵便局

県営田彦団地

●田彦コミュニティ
　センター

●

㈱日立製作所
自動車機器グループ
佐和体育館

吉田神社
●

菩提樹
●

田彦村　
郵便取扱所●

●藤佐久氏館跡

●オーガ
　水門

●一里塚

●
ミンミン洞

●
田彦古墳群

●
房田淄池

田彦区民　
会館●

国
道
6
号
線

田彦コミュニティ
消防センター ●

ヨークタウン
ひたちなか

●
明成田彦
幼稚園

●ホームセンター
　山新田彦店

●
勝田パーク
ボウリング場

●
勝田第二
幼稚園

黒羽根神社●

●東大島自治会館

●総合福祉
　センター

●茨城県信用組合

●ひたちなか市
　シルバー人材センター

●
ひたちなか市
消防本部西消防署

田彦中学校

津田小学校

茨城大学
教育学部

特別支援学校

田彦小学校

JR勝田車両
センター

常
磐
線

●

茨城県椎茸
農業協同組合

下田彦南

田彦郵便局前

上田彦

田 彦

田彦二本松

大島公園西

大島陸橋西

水戸刑務所北側

田彦北

田彦

西大島

堂端

大島陸橋
大島陸橋

勝田電車区西

田彦小北

田彦中入口

●
七面明神

開拓の里碑●

早
戸
川

大島公園

●
大島溜

うなぎ溜

東石川十字路

南ストリート
黄色の
マリーゴールド

南ストリート
黄色の
マリーゴールド

東ストリート
オレンジ色の
マリーゴールド

東ストリート
オレンジ色の
マリーゴールド


